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2) 大阪合同庁舎第 4号館の状況 

位置等 大阪府大阪市中央区大手前 4-1-76、地上 17階・地下 3階建て 

（現地対策本部としての使用は 2階、4階部分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「京阪神都市圏広域防災拠点整備協議会」第 4回資料より） 

基本的な

機能 

[災害時] 

○現地対策本部の「司令塔」の役割 

[平常時]  

○合同庁舎内での通常業務スペース（講堂、共用会議室） 

管理・運営

等 

○国が整備・管理する施設で、厚生労働省、財務省、国土交通省が入居 
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分 担 機

能・施設概

要 

○情報収集・伝達を担うオペレーションルーム、本部会議室と控室で構成 

○今後、通信設備、電源設備を整備する予定で、災害時に使用する情報機器類は都度、

立川防災基地から搬入の予定 
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（「京阪神都市圏広域防災拠点整備協議会」第 4回資料より） 

整備手法

等 

○国が全額負担で整備。 

供用まで

の経緯 

○平成 20年の防災基本計画改訂により施設の位置づけが行われ「供用」状態にある

が、災害時の機能に必要な設備等の整備は今後の取り組みとなっている。 

活動実績 （なし） 

 

 

 


